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要旨 

第1章 研究背景と研究目的 

 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災、それに続く、福島第一原子力発電所の事故によって、日

本の経済は大きな打撃を受けている。しかし、日本企業の中国での業務は絶えず拡張している。

こうした企業からすれば、競争が激しい中国市場には、日中の文化に精通している人材が不可

欠である。日本で就職した中国大陸出身の留学生は 2008年に 7,651人とピークを記録したが、

2010年には 4,874人に減少した（日本法務省 2011）。そして、中国人留学生の就職率は低く厳

しかったが、2011年、2012年には中国人留学生の就職状況が改善し、2012 年に就労ビザを取

得した人数は 7,032人となった。 

中国人留学生は日本で就職活動をする上で、どんなことに困っているのだろうか。本研究では

インタビュー調査を通し、中国人留学生にとっての日本での就職活動に内在する文化的要素、

日本での就職活動に必要な日本語能力を考察する。 

 

第2章 日本の就職活動と先行研究 

 神谷(2010)では、留学生が実際に志望動機、自己分析、エントリーシートの書き方などに困

難を感じていることを指摘している。また、古本(2010)では、SPI の言語問題は、語彙問題が

特に難しいこと、さらに、内容的には日本語や日本文化の常識に関する知識が必要で、留学生

に対応が難しいことを指摘する。斉藤(2013)では、日本語非母語話者の留学生にとっての面接

で、適切な日本語で正しく意図を伝えることは容易ではないことが述べられている。以上の研

究から留学生が就職活動を行う際に、エントリーシートの準備、適性試験、面接に困難を感じ

ていることは報告されているが、中国人留学生にとってどのような具体的な障害があるのかは

まだ未解明である。 

 

第 3章 中国人留学生へのインタビュー調査 

 就職活動の状況、エントリーシートの準備、筆記試験（SPI）、就職活動面接、後輩たちへの

アドバイスを調査項目として、中国人留学生 5名に調査協力者と調査者の母語である中国語で

それぞれ約一時間程度の半構造化インタビュー調査を実施した。 

 

第 4章 調査結果と分析 

調査協力者がエントリーシート記入上の日本語の障害は、｢助詞の誤用｣、｢接続詞の誤用｣、｢口

語的になりすぎる｣、｢語彙の誤用｣、｢主語が多すぎる｜、｢主語と述語の関係がおかしくなる｣、

｢ある項目の文中での位置がおかしい｣、｢漢字で表記したほうがいい語彙を仮名で表記する｣で

あった。また、論理的な書き方、日本語らしい表現、思考回路という三つの面に文化的な障害

が現れた。 

筆記試験（SPI）の日本語の障害については、｢短時間で大量の文章を読む｣、｢日頃使わない語

彙がよく出る｣、｢難しいことわざや熟語が多い｣という 3 点が挙げられた。数学の問題の出題

形式に慣れることに日本人より苦労し、困難を感じたというような文化的な障害もあった。 

面接上の日本語の障害については、｢面接の場で自分の伝えたい事を適切な日本語で表現する｣、

｢面接の場に合う言葉遣い｣という 2点が挙がった。面接上の文化的な障害について、グループ

ディスカッションであまり周りの意見を受け入れず、自分の意見を主張し過ぎる中国人がいた

との言及もある。グループ面接の際に、外国人に馴染みのない話題が出ると、受け答えしにく

いという点に困難が感じられてもいる。 

 



 

 

第 5章 協力者から後輩へのアドバイス 

 5 名の調査協力者は就職活動を終えた先輩として、後輩たちに｢自己分析をしっかりする｣、

｢OB・OG訪問に行く｣、｢希望した企業の商品やサービスを体験しておく｣などのアドバイスを述

べた。 

 

第 6章 総合的考察 

調査の結果に基づいて、エントリーシート、筆記試験（SPI）、面接という選考の各段階でそれ

ぞれ必要な能力を考察した。エントリーシート選考では正しい日本語で文章を書く能力、論理

的に文章を書く能力、日本語らしい文書表現能力が必要である。筆記試験（SPI）では日本語

文章への読解力、日本語の語彙力、思考・推理能力、数的処理能力が欠かせない。面接選考で

は適切な日本語で自己を表現する能力、日本人的コミュニケーション能力、異文化への適応力

がなければ通過しにくい。 

 

第 7章 おわりに 

本研究を踏まえて、大学の留学生のキャリア支援に対して提言を行った。 

1． 日本で就職希望がある留学生を対象として、低学年から定期的にビジネス日本語講座を行

う必要がある 

2． 大学のキャリア支援は先輩の留学生たちがエントリーシートの記入、面接においてどのよ

うな不適切な表現を用いてしまったかをまとめて整理し、現在支援している留学生が同じ

ような不適切な表現の使用を避けられるよう、教えておくことも役立つだろう。 

3． 就職活動に対する理解、日本のビジネス文化に対する理解の促進を支援する際に、｢就職活

動の流れからどのような日本の文化が見えるか｣｢ビジネスマナーからどのような日本人の

考え方が見えるか｣をあわせて留学生に説明する。 

最後に、日本企業自体の体質の変化が就職試験を変える可能性に言及した。 
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